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衆
議
院
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実
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に
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一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

今
回
の
「
生
活
対
策
」
（
平
成
二
十
年
十
月
三
十
日
新
た
な
経
済
対
策
に
関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
、
経
済
対
策
閣
僚
会

議
合
同
会
議
決
定
。
以
下
「
本
対
策
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
生
活
者
の
暮
ら
し
の
安
心
」
、
「
金
融
・
経
済
の
安

定
強
化
」
、
「
地
方
の
底
力
の
発
揮
」
を
重
点
分
野
と
し
、
我
が
国
経
済
の
立
て
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。お

尋
ね
の
「
景
気
回
復
」
に
つ
い
て
は
、
経
済
社
会
の
動
向
等
を
総
合
的
に
み
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
個
々
の
経
済

指
標
で
一
概
に
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
現
在
の
金
融
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、

「
日
本
経
済
は
全
治
三
年
」
と
い
う
基
本
認
識
の
下
、
当
面
は
本
対
策
等
に
基
づ
き
、
景
気
回
復
を
最
優
先
で
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
対
策
の
効
果
等
の
試
算
に
つ
い
て
は
、
本
対
策
に
は
様
々
な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
予
算
や
税
制
等
の
具
体
的
内
容
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
御
指
摘
の
野
村
證
券
金
融
経
済
研
究
所
に
よ

る
試
算
と
同
様
の
試
算
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一



四
に
つ
い
て

経
済
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
成
長
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
と
の
考
え
方
を
基
本
と
し
、
時
々
の

経
済
状
況
に
応
じ
て
、
適
切
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

本
対
策
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
税
収
減
を
補
う
た
め
の
財
源
と
は
別
の
も
の
と
し
て
、
赤
字
国
債
に
依
存
し
な
い
こ
と
と

し
て
い
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

「
日
本
経
済
の
進
路
と
戦
略－
開
か
れ
た
国
、
全
員
参
加
の
成
長
、
環
境
と
の
共
生－

」
（
平
成
二
十
年
一
月
十
八
日
閣

議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
財
政
に
つ
い
て
、
「
政
府
債
務
残
高
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
二
〇
〇
八
年
度
（
平
成
二
十
年
度
）

百
四
十
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
引
き
続
き
極
め
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
財
政
は
主

要
先
進
国
の
中
で
ひ
と
き
わ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
将
来
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
め
ば
、
将
来
の
世
代
に
一
層
重
い
負
担
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
財
政
健
全
化
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
」
と
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
将
来
世
代
に
責
任
を
も
っ
た
財
政
運
営
を
行
い
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
構
築

す
る
観
点
か
ら
、
債
務
残
高
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
安
定
的
に
引
き
下
げ
る
こ
と
等
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



七
に
つ
い
て

「
短
期
日
本
経
済
マ
ク
ロ
計
量
モ
デ
ル
（
二
〇
〇
六
年
版
）
の
構
造
と
乗
数
分
析
」
（
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
一
七
三
号
）
付
属
資
料
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
モ
デ
ル
の
構
造
に
つ
い
て
理
解

を
助
け
る
た
め
、
短
期
金
利
を
機
械
的
に
固
定
す
る
な
ど
一
定
の
前
提
を
置
い
て
推
計
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
一
般
に
、
計

量
モ
デ
ル
に
よ
る
計
算
結
果
は
、
相
当
の
幅
を
も
っ
て
解
釈
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
結
果
を
も
っ
て
、
赤
字

国
債
を
発
行
し
て
景
気
対
策
を
す
れ
ば
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。

八
に
つ
い
て

平
成
十
年
当
時
と
現
在
の
経
済
情
勢
の
ど
ち
ら
が
厳
し
い
か
に
つ
い
て
は
、
内
外
の
経
済
社
会
状
況
等
の
違
い
も
あ
り
、

一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
現
在
の
我
が
国
経
済
に
つ
い
て
は
、
世
界
経
済
の
減
速
に
伴
い
既
に
景
気
後

退
局
面
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
、
当
面
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

三


